
議会市民懇談会報告書 

  

令和４年４月２７日 

 

山陽小野田市議会議長 髙松 秀樹 様 

 

                         総務文教常任委員 伊場 勇 

 

                     

 令和４年４月１４日開催の議会市民懇談会の実施状況について下記のとおり報告いたし

ます。 

 

記  

 

１ 開催日時 

      令和４年４月１４日（木曜）１４時～１６時 

 

２ 開催場所 

      埴生地域交流センター 

 

３ 申請団体等名称 

      埴生地区自治会協議会 

 

４ 参加者人数（市民） 

       １３人 

 

５ テーマ 

      青年の家、糸根公園とその周辺施設等の利活用について 

 

６ 担当議員 

総務文教常任委員会  宮本政志 伊場勇 

産業建設常任委員会  中岡英二 恒松恵子 森山喜久 

民生福祉常任委員会  山田伸幸 吉永美子  

 

７ 懇談会次第 

 （１） 開会挨拶 



 （２） 出席者紹介 

 （３） 意見交換 

 （４） 閉会挨拶 

 

８ 懇談会の主な内容 

●地域の優位性について 

・青年の家の取り壊しが決定していることは、地域住民として非常に寂しい思いがある。 

・高速道路の埴生インターチェンジを有効活用したまちづくりをしてほしい。 

・交通の要所であった旧山陽道の歴史も地域づくりに活かしてほしい。 

・山陽小野田市の玄関口としての観点も取り入れるべきだ。 

・埴生小学校跡地や山陽オート駐車場を宅地として整備できないか。 

 

●青年の家施設解体後、糸根公園の今後の利活用について 

［市 民］今後の計画はどうなっているのか。 

［議 員］スマイルエイジングパークとして一体的に整備するための基本計画の策定業務

を行うことを説明 

令和４年度 計画設計委託料９５０万円 

（予定）令和５年度 基本設計  令和６年度 実施計画 

スマイルエイジングについて説明（健康寿命の延伸のための取組） 

［市 民］計画策定において地域住民の声を聞いてくれるのか。 

［議 員］市はワークショップなど行う予定である。 

［市 民］市外からの利用の促進も考えているのか。 

［議 員］市は市内外の方の交流人口の増加を考えている。 

［市 民］敷地内に新しい建物が造られるのか。 

［議 員］計画の内容によるが、新しい建物が建つ場合もある。 

［市 民］スケートボードの施設を造ってはどうか。子供たちは魅力的に感じると思う。 

［議 員］賑わいができる可能性もあるが、騒音問題も考慮する必要がある。 

 

その他の意見 

・青年の家跡地にマンションが建てば、人口も増加し、賑わいができるのではないか。 

・花の海との間に連絡路ができれば利便性がよくなるのではないか。昔は仮橋があった。

以前から市には通路整備を要望しているが、なぜ取り掛からないのか。 

・各課が連携するプロジェクトチームを作るべきではないか。 

・女性用のトイレがないのはとても不便である。 

・地元の住民のための活用を考えるべきであり、室内プールを作るべきではないか。 

・管理棟内に保管している文化財はどうするのか。旧津布田小学校に保管してはどうか。 

・花の海との連携も取り入れた施設にしてほしい。 

・糸根公園の周辺はウォーキングする人が多いので、一帯として考えて、推奨コースなど



があれば良いのではないか。 

・キャンプ場は、健全育成の場として機能強化するなど、もっと充実するべき。 

・地域のことなのに子供たちは知らないことが多い。 

・公園だけではなく、地域の特性を活かした商業スペースを取り入れたらどうか。 

・衰退している埴生の現状を考えることが課題の解決につながる。 

・人口が減っている地域に健康遊具があっても、課題の解決につながらないのではない

か。 

・地元を優先で考えてほしい。結果的によそから人が来ることは良い。 

・ちゃんとした案内看板が必要ではないか。 

 

●天文館の今後について 

［市 民］ミノルタの投影機をふるさとに残すはできないのか。 

［議 員］投影機の管理を考えると、ミノルタの本社に保管した方が良いというのが市の

考え方である。 

その他の意見 

・プラネタリウムがあったことを後世に伝える記念碑を建ててほしい。 

 

●糸根の松原の今後について 

［市 民］公園内の松原の道に夜間照明をつけることができないのか。 

［議 員］公園を夜に使うことは想定していないのと、松の育成によくないのでつけてい

ない。 

その他の意見 

・歴史的な背景を含めて保存をしてもらいたい。 

 

●その他の意見 

 学生や２０代、３０代の若者の意見も聞き、取り入れるようにしてほしい。 


